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本物のフランチャイズ・ビジネスの、普及・啓蒙活動を通して社会に貢献する事を経
営理念とする、日本フランチャイズ総合研究所が発信するフランチャイズ・ニュース
です。
最新のフランチャイズ業界情報から、記事の裏側まで、業界に精通したコンサルタン
ト達が、ちょっと役立つ情報をご提供いたします。
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《 業 界 ニ ュ ー ス 》

東京商工リサーチが先月発表した長寿企業調査によると、創業１００年を超える企業
は全国で２万１０６６社あり、日本最古の企業は飛鳥時代に設立された寺社建築の金
剛組（大阪市）で、１４３１年の歴史を誇り、１０００年を超える企業は８社あるこ
とが分かりました。

創業１００年を超える企業（各種法人など含む）は、調査対象の２０９万６９６３
社の１％で、このうち明治以降の創業が約８２％を占めています。
地域別では近畿地方の４６１８社が最も多く、全企業に占める割合では京都府と山形
県がともに２・６２％で最高、卸売業・小売業が９９６０社で最多の業種となってい
ます。

金剛組は西暦５７８年に創業、聖徳太子が四天王寺建立のため百済から招いた宮大
工が始祖し、平成１８年に倒産しましたが、大手建設会社の傘下で再出発している企
業です。

日本経済は厳しい不況下にあり、企業倒産も増えていますが、東京商工リサーチは
「生き残ってきた企業は身の丈にあった経営や従業員重視など日本型経営の長所が見
られる」と分析し、「１００年を超えた企業は家訓や社是に生きていくノウハウが残
っている」としています。
企業の成長ピークは３０年、ということはよくいわれますが、「小粒でも、生きが良
いのが、３０年」
その後は、規模をさらに拡大しつつ、変革を続けて、以前の強さも維持していくのが
、企業にとって次に訪れるステージといえそうです。
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《アメリカの最新事情》

【第 35 回】
【ニュ－ポ－ト・ビ－チ（NEWPORT BEACH④）】

今回は、「ニュ－ポ－ト・ビ－チ」の中心的存在であり、周辺に住まわれておられ
る高額所得者を対象とした「ファッション・アイランド・ショッピングセンタ－」を
ご紹介しましょう。

［ニュ－ポ－ト・センタ－（NEWPORT CENTER）］
「ニュ－ポ－ト・ビーチ」のニュ－タウンの中核的コミュニティとして、ニュ－ポ－
ト・ベイを望むニュ－ポ－ト・ビ－チ地区の 622 エ－カ－の敷地に開発されているの
が、「ニュ－ポ－ト・センタ－」です。
そのまた中核として開発されたのが、世界最大のオ－プンモ－ルのショッピングセンタ
ー「ファッション・アイランド」です。
この「ショッピングセンタ－」を中心にした環状線には、高層オフィス、高層総合

病院、その他映画館、ホテル、レストラン、警察署、消防署など数多くのビルが開発
されています。

【ファッション・アイランド（FASHION ISLAND）①】
この地域は年間を通じて降雨量が少なく、温暖な気象条件下にあること、同地を海

洋レジャ－の中心地にしようというディベロッパ－の意図によって、潮風の影響を受
けるというメインテナンスの不利な条件を承知の上で、高級感あふれるオープンモー
ルにしました。
しかも、周辺の住民の所得が中流以上であるために、当初から高級志向で 1967 年に
オ－プンしました。

ところが、同じ商圏には全米一の利益を誇る「サウス・コ－スト・プラザ」が、わ
ずか 15km の距離にあり、競争も激しく、ファッション性を訴求した「ファッション・
アイランド」も、「サウス・コースト・プラザ」の拡張に伴う巨大化で、お客様が流
れてしまい、同「ファッション・アイランド」は業績が低下していきました。
そこで、1978 年にリノベ－ションを実施し、高級志向をさらに進めるために「ニ－マ
ン・マ－カス（NEIMAN MARCUS）」「ブルックス・ブラザ－ズ（BROCKS BROTHERS）
」という高級百貨店や高級専門店を誘致しました。

さらに、1985 年にはキイテナントの一つであった「J.C.ペニ－」（ゼネラル・マ－
チャンダイズ・ストア）を撤退させ、全面改装を行い「アトリアム・コ－ト（ATRIUM

COURT）」をオ－プンしました。同コ－トは地中海のイメ－ジを意識した外観にし、
内装はニュ－ヨ－クの「トランプタワ－」、ワシントン D.C.の「ジョ－ジ・タウン・
パ－ク」といった高級ショッピングセンタ－に匹敵する豪華さにしました。

さらに、専門店については、他のショッピングセンタ－にないテナントを誘致して
人気を博しました。
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≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ ・ ビ ジ ネ ス の 歴 史 ≫

----------------------------------------------------------------------------
【 フ ラ ン チ ャ イ ズ 発 展 史 】

---------------------------------------------------------【第３７回】

［マクドナルド］（18）
今回は「マクドナルド」の新商品開発の考え方を説明しましょう。

（４）マクドナルドの商品開発⑥

⑥ 新商品の開発
「マクドナルド」の商品は、ツナサンドを唯一の例外に、マクドナルド兄弟から受け

継いだものを忠実に守り続けた。
しかし、1970 年代に入ってから新商品の開発が活発に
なった。
「クォ－タ－・パウンダ－」を別として、フランチャイジ－が開発したのも、
「マクドナルド」の大きな特徴であり、ここにもフランチャイジ－の創造性が生かされ
ています。

（ツナサンド）
ル－・グル－ンはシンシナチのフランチャイジ－だったが、彼の店の一つが経営不振

に陥った。その理由は、店の付近にカトリック教徒が圧倒的に多かったからであった。
金曜日はカトリック教徒は肉を食べないので、魚メニュ－のある「ビッグボ－イ」に

流れていたのであった。
そこで、グル－ンは魚のサンドイッチを試作しようと考えました。

「マクドナルド」の本社は、にべない返事をした。しかし、グル－ンはあきらめずに、
本社の経営陣を動かした。
この結果、効果はてきめんで、金曜日の売上は当然のこと、他の日にも影響を与えました。
「マクドナルド」は、魚の新商品の開発に力を入れていましたが、なかなか難しく、
この成功によってかったが、タラを使ったフィッシュサンドを成功させました。

（ビッグマック）
新商品開発ブ－ムの火付け役となったのは、「ダブル・ハンバ－ガ－」の登場でした。
考案者は古くからのフランチャイジ－のジム・デリガッティでした。彼はピッツバ－ク

に 12 店を持っていましたが、営業成績はどの店もいま一つパッとしませんでした。そこで、
彼はメニュ－を増やすこと以外に方法がないと考えました。
その折、ツナサンドの成功の話を聞かされ、さっそく挑戦したら大成功であした。

そこで、デリカッティは、新商品開発の意欲に目覚めました。
特に、アダルト向けの新商品こそが、「マクドナルド」の活性化につながると考え、
二段重ねのハンバ－ガ－である「ビッグマック」の販売を、「マクドナルド」より許可
してもらい、試験的に販売しました。

しかし、許可されたのは１店だけで、「マクドナルド」の標準タイプのパンだけでした。
ところが、その商品は出来上がりが悪く、デリガッティは本部の指示を無視して、

特大サイズのセサミ・パンを使用することによって成功させました。
デリガッティは、自分の全部の店で販売して、業績を上げました。

そこで、「マクドナルド」の本部は、急遽「ビッグマック」を試験的にいくつかの市場に



出しました。ところが、どの市場でも売上高が 10％もアップしたのでした。
こうして、1968 年の暮れに、「ビッグマック」は、全米のチェ－ン店で一斉に販売されるように
なりました。1970 年代の初めには、「ビッグマック」は総売上の 19％を占めるような人気メニュ－
になったことと、アダルトまで客層を拡大させました。

この後、「マック DLT」とか、「ステ－キ・サンドイッチ」とかといったように、
「ビッグマック」を凌駕しようとする新商品を開発しまし、販売当初は人気が高まりましたが、
何時の間にかメニュ－・ボ－ドから消えてしまった。
これは何を意味するかというと、「ビッグマック」の人気は依然として高く、

お客様の支持を得ているのでした。

（アップルパイ）
南部のフランチャイジ－であるリットン・コクランは、デザ－トに着目しました。

彼は「ハンバ－ガ－」と「フレンチフライ」がアメリカの代表的な食事ならば、
それと同じようにアメリカの代表的なデザ－トは「アップルパイ」であると考えたるコクランは、
子どものころから「アップルパイ」が大好物でもありました。

その上「アップルパイ」なら、１個単位で簡単にサ－ビスができるので、
ファ－ストフ－ドには最適で、1970 年には全国的に販売されるようになりました。
これは「ハンバ－ガ－」と「フレンチフライ」と飲物の販売でしたが、
「アップルパイ」を販売することによって、ファ－ストフ－ドにもデザ－トのマ－ケットが開発
されたのでした。

（朝食メニュ－）
1971 年サンタバ－バラの経営者ハ－ブ・ピ－タ－ソンが、朝食メニュ－を開発しました。

彼はグリルにテフロン樹脂加工の６連続焼き器をのせ、円形で卵を焼き上げることを考案して、
イングリッシュ・マフィンとカナディアン・ベ－コンで、まったく新しい朝食メニュ－である
「エッグ・マック・マフィン」を開発しました。

これだけでは、物足りなく考えたデリカッティは、「ホットケ－キ」「スクランブル・エッグ」
を追加して、1976 年頃までに、全店で朝食メニュ－を導入するようになりました。
従来「マクドナルド」は、午前 11 時にオ－プンでランチからのビジネスでしたが、
朝食メニュ－を開発することによって、明け方から昼までの時間帯ビジネスを開発したのでした。



● Chapter 04 ●□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□□

≪ フ ラ ン チ ャ イ ズ 関 連 知 識 ≫

----------------------------------------------------------------------------
「直営店チェーン」

----------------------------------------------------------------------------
単一資本で 11 店舗以上の店舗を直接経営する事業システムで、多数の店舗をチェーン・
ブランドで統一し、規格と管理を行う本部と、本部の方針や管理によって経営される店舗
によって構成される。

本部は、経営方針、物件開発、立地調査、店舗建設･施工、マーチャンダイジング、
ロジスティクス、セールスプロモーション、チェーンオペレーション、スーパーバイジング、
教育訓練、店舗経営管理、経営情報システムなどに関する計画を行っており
、店舗は本部の経営方針に基づいて、店舗組織、商品構成、仕入計画、店舗運営、
スタッフの採用、教育訓練、お客様の情報収集、地域社会活動等を行う。
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≪ セ ミ ナ ー 案 内 ≫

弊研究所所長内川昭比古が講演する各セミナーをご案内致します。
弊研究所所長の内川昭比古は、経済産業省が国家として公認している唯一のフランチャイズ
業界の総本山である社団法人日本フランチャイズ・チェーン協会の会員サービス部長を兼務
しております。

1．「成功するフランチャイズ加盟無料セミナー」

日 時 2009 年 9 月 12 日 土曜日 13 時 ～ 16 時

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 日本フランチャイズ総合研究所 5Ｆ会議室

セミナー内容 フランチャイズに加盟し独立・開業を検討されている皆様に、
フランチャイズ・ビジネスの基礎知識、加盟のポイント、本部との上手な付き合い方を紹介。
また、弊社のフランチャイズ加盟サポートシステムをご紹介いたします。

参 加 費 無 料

お問合せ先 日本フランチャイズ総合研究所
http://www.the-franchise.co.jp



2. 独立開業フェスタ 2009
「失敗しないフランチャイズ本部の選び方」

日 時 2009 年 9 月 25 日 金曜日 12 時 30 分 ～ 13 時 30 分

講 師 株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古

会 場 東京都立産業貿易センター 浜松町館

セミナー内容 フランチャイズ・チェーンの基礎知識から、有望フランチャイズの見分け方、
フランチャイズ本部と上手に付き合う方法など、専門家ならではのチェックポイントをご
紹介いたします。

参 加 費 下記ホームページより事前登録で無料入場券配布
（当日入場 1000 円）

お問合せ先 独立開業フェスタ運営委員会
http://www.fc-fair.com/

----------------------------------------------------------------------------
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≪ 編 集 後 記 ≫

最後までお付き合いいただき、ありがとうございます。
今日から９月、少しずつではありますが、夕方の風の心地よさから秋の気配を感じる
季節となりました。

さて、宇宙飛行士の若田光一氏が今年７月、４ヶ月にも及ぶ長い宇宙長期滞在から帰還
したのは記憶に新しいところですが、今月１２日で、日本人初の宇宙飛行飛行士である
毛利衛氏が宇宙飛行をしてから、丸１７年になります。

後に日本人女性初の宇宙飛行士となる心臓外科医の向井千秋氏と、ロケット工学博士の
土井隆雄氏の３人が最終選考に残り、毛利氏に決定、１９９２年９月１２日、エンデバー
で飛び立ったのです。
帰還後、毛利氏は「宇宙からは国境線は見えなかった」という有名なコメントを残しています。

毛利氏は「一般人が宇宙へ行ける日は近いか」との問いに、

「これからは科学の視点だけでなく、もっと広い分野から宇宙を調べることが必要に
なってきます。コンピュータのプログラムには人間の感性を完全に組み込むことはできない。
様々な分野で創造的な仕事をしている人たちが宇宙へ飛び立つことで、新たな発見が生まれる
はずです。映像の撮り方一つとっても、私たちはプロのカメラマンから詳しく教わって地球を
撮影したが、やはりどうしてもプロ並みには撮れない。
それをプロのカメラマンが、プロならではの感性と技術で撮影したら、意外な発見につながる
映像がもたらされるかもしれません。これからは、いわゆる人文系の人たちも宇宙飛行に
求められるようになると思います。」



と語っています。
近い将来、これまで以上に多種多様な業態の多くの企業とそこで働く人々がそれぞれの専門
分野を活かして、海外進出にとどまらず、宇宙開発に貢献できる日が現実のところまで来て
いるのかもしれませんね！

※ このメールは以下の皆様に配信させて頂いております。

・ 弊社コンサルタントが名刺交換をさせて頂いた方。
・ 日本フランチャイズ総合研究所にお問い合わせをいただいた方

※ ご意見、ご要望、ご質問は下記アドレスまでご連絡ください。
尚、配信停止をご希望される場合も、下記までご連絡ください。

Mail to: franchise-news@the-franchise.co.jp

発行者：株式会社 日本フランチャイズ総合研究所
代表取締役所長 内川 昭比古
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FAX 03-3511-3754
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